（今回は低学年の例です）小学校第○学年　道徳科学習指導案

場　所　○学年○組　教室
児童数　○名
指導者　○○　○
1． 主題名　　お金やものをたいせつに 　Ａ―（３ ）節度・節制（低学年の価値）
2． 資料名　　プリペイドカードってなぁに？（出典「ロールプレイングで情報モラル学習」ＩＴサポートさが）
3． 主題設定の理由
○ねらいとする価値について（低学年例です）　　　　○児童について（学級の実態をご記入ください）
本学級の児童は低学年とはいえ，自分用のケータイ・スマホの所持率が○％と非常に高く，家人のケータイやスマホを含めれば，使用経験は○%である。
また，家人のケータイ・スマホや自分用スマホを使用してゲームをしたことがある児童が93％と児童にとってソーシャルゲームが非常に身近な存在となっていると言える。加えて課金経験者も数名おり，
ネット決済についての指導が必要な段階にあると考えられる。
　今回取り扱うゲーム機についても家にゲーム機がある児童は△△%で，自分専用端末を所持している児童が□□%と非常に高くなっている。
　このような環境にある児童にとって電子決済は非常に身近な存在である。貨幣と同様に電子マネーやＩＤ・パスワード等アカウント情報も大切にしようとする心情を育てたい。
本主題は，内容項目Ａ―（３ ）節度・節制［健康や安全に気を付け，物や金銭を大切にし，身の回りを整え，わがままをしないで，規則正しい生活をすること。］を受けたものである。これは，第３・４学年の［自分でできることは自分でやり，安全に気を付け，よく考えて行動し，節度のある生活をすること。］及び，第５・６学年では［安全に気を付けることや，生活習慣の大切さについて理解し，自分の生活を見直し，節度を守り節制に心掛けること。］へ発展していく項目である。
金銭や物を大切にし，上手に使おうとすることは，基本的生活習慣の一つであるが，欲しいものが比較的簡単に手に入る社会の中では，金銭や物を大切にする意識は薄れがちになる。ネットショッピングやカード決済等，金銭の授受が見えにくくなる現代社会にあって，電子マネーの取り扱いを理解させることは重要であると考える。



















○資料について
本資料は，ゲーム専用プリペイドカードを購入したそうた君が，友達のひろと君にプリペイドカードを見せてほしいと頼まれる場面で終了している。児童はこの後のそうた君の行動を想像することにより，より身近な自分の問題として考えることができる。自分だったらどうするのか，考えさせるきっかけとなる資料である。
また，プリペイド番号の重要性を認識していない児童にとっては，カードを見せることに躊躇する理由が思い当たらないため，友人からの依頼を受け入れるものと考えられる。そのため，初見での判断と学習終了後の判断で相違が生じたかどうかを比較することにより学習の効果を図ることができる。








○金銭教育・情報モラル教育の視点
　プリペイドカードの取り扱いについて，目には見えないけれども経済活動の仲立ちをするものであり，現金以上に利点と欠点が存在すること，アカウント情報の取扱い上の留意点等にも触れたい。



○指導観
指導に当たっては，タブレット等を使用して，プリペイドカード決済の疑似体験を通じて，プリペイド番号の重要性を体感させたい。その際，二人一組で端末を使用して，プリペイド番号を共有させる。このことにより疑似的に経済的被害を発生させ，杜撰なカードの取り扱いを行うことによっておこる不利益を体験させる。
これらの活動を通して，金銭と同様にネットショッピングのアカウントや電子決済に使用するＩＤ・パスワード等の一意の記号番号を大切に取り扱おうとする態度を育成したい。
また，経済活動における節度・節制を考えるきっかけとなるよう指導したい。








4． 本時の学習
（１）目標
　電子決済の疑似体験と主人公へのアドバイスを考えることを通して、電子マネーやアカウント情報も現金同様に慎重に取り扱おうとする態度を育てる。

（２）展開
	
	学習活動
	主な発問と児童の意識
	指導上の留意点

	導入　　　　　　　　　　　　　　　　　展開前段　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展開後段　　　　　　　　　　　　　　
	0. タブレット（TB）の準備をする。
1. 自分の経験を振り返り、目当てを持つ。











めあて：プリペイドカードを使うときに気をつけることを考えよう。



2. 資料を視聴し、自分の立場を明らかにする。













3. 疑似体験を行う。











	

○このカードを見たことがありますか。
○どのカードを使ったことがありますか。
　・ニンテンドーカード
　・ゲームカード
　・クレジット系カード
○プリペイドカードを使ったことがありますか。これから使うと思いますか。








○どんな話でしたか。
　・そうた君がカードを持っている。
　・自慢したそう。
　・ひろと君がカードを見せてもらお
うとしている。
　・見たそうにしている。
○あなたなら、どうしますか？
　・見せる。
　・見せない。
○なぜ見せますか。
　・友達だから。
　・見せるだけだから。
○なぜ見せませんか。
　・壊されそうだから。
　・取られると困るから。

○プリペイドカードを見せてしまうとどんなことがおこるか体験してみましょう。
※配布ファイルの取り扱い説明を行う。
○ひろと役の人は、買いたい物を1000円以内で選びましょう。
○そうた役の人にプリペイドカードを配ります。いくら入っていますか。
　・1000円
○ひろと君はカードを持っていないので、隣の人に番号を見せてもらいましょう。番号を覚えてください。
○番号を入力して、購入しましょう。
	・ひろと役の児童だけ起動させる。

・カード売り場の様子をＩＷＢで提示する。




・プリペイドカードを提示する。
・お金のように使用できることのみ伝え、機能についての詳述は避ける。
・使用したことがない人も、今後使用する可能性があることを確認し、めあてにつなげる。




・登場人物や場面の確認をする。
・コンテンツは以下のＵＲＬ
https://www.it-saga.net/
roleplaying/
★ＩＷＢ











・プリペイドカードを配布後、二人一組でTBを操作する。
　★タブレット
※プリペイドカード
・疑似体験プログラムを配布。
　　（お買いもの.xlsm）
◇機器操作の不得手な子を支援。
　入力画面を示す。
・複数選んでも良いことを確認する。
・渡さずに、番号だけ覚えさせることで、見せるだけで危険なことを実感させる。


	　　　　　　　　　　　　　終末
	











4. 本字の学習を振り返る。








5. 教師の説話を聞く。
	
○どんなことが起こりましたか？
　・お金が減った。
　・乗っ取られた。
　・怖い。
◎そうた君に、どうした方が良いか教えてあげましょう。
・見せる。
　・見せない
　（一人で考える）
　（学級で共有する）

○プリペイドカードを使うときに気をつけることはどんなことですか？
　・番号を見せない。
　・お金と同じ、大切にする。






※プリペイドカードには利点と欠点があり注意が必要であること、乗っ取られて被害を被った児童がいることなどを伝える。
	









◆見せられないことを選択した理由を書くことができたか。
(アンケート・ワークシート)







・学習を振り返り、感じたことや考えたことをワークシートに書かせる。
・コンビニ等でカードを買う場合、レジを通さなければお金が入っておらず、万引きだと分かってしまうことも伝える。
・プリペイドカードの利点や欠点に気付かせるとともに、使用に際して慎重な取り扱いを行なおうとする心情を高める。



○教師の働きかけ（指導・支援）　◇個に応じた児童への支援　　★ＩＣＴ機器活用


（３）板書計画
　
め　　プリぺイドカードを使うときに
　　　　気をつけることを考えよう　　　　　　　　
　　
○あなたならカードを・・・
見せる　　見せない　　　　　　　　　　
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 
　　　



○カードを見せると・・・
・こわい！
・数字をおぼえてお金をとられた。






○そうたくんに教えてあげよう！
・番号を見せてはいけないよ。
・お金と同じだから大切にしてね。
ひろと
そうた

カード
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【ワークシート】

　○年○組　名前（　　　　　　　　　　）

今日のめあて




あなたなら，どうしますか？
　　　　　見せる　　　　　　見せない

　
そうたくんに，教えてあげましょう。
そうたくん
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